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枝手久島上空から望む焼内湾枝手久島上空から望む焼内湾
（撮影日：令和５年２月 27日）（撮影日：令和５年２月 27日）



～世界に誇る宇検村～～世界に誇る宇検村～

シンポジウム＆宇検村主催イベントシンポジウム＆宇検村主催イベント
世界自然遺産登録1周年記念世界自然遺産登録1周年記念

　

令
和
５
年
１
月

　

令
和
５
年
１
月
2222
日
（
日
）、
宇
検
村

日
（
日
）、
宇
検
村

総
合
体
育
館
に
お
い
て
鹿
児
島
県
主
催

総
合
体
育
館
に
お
い
て
鹿
児
島
県
主
催

の
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
１
周
年
を
記

の
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
１
周
年
を
記

念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
宇
検
村
主

念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
宇
検
村
主

催
の
「
村
イ
ベ
ン
ト
」
が
同
時
に
開
催

催
の
「
村
イ
ベ
ン
ト
」
が
同
時
に
開
催

さ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
１
，
０
０
０
人

さ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
１
，
０
０
０
人

の
来
場
者
が
詰
め
か
け
賑
わ
い
ま
し
た
。

の
来
場
者
が
詰
め
か
け
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
県
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

　

ま
ず
、
県
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
大
島
高
校
の
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
奄

は
、
大
島
高
校
の
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
奄

美
な
ら
で
は
の
「
ケ
ン
ム
ン
」
を
題
材

美
な
ら
で
は
の
「
ケ
ン
ム
ン
」
を
題
材

に
し
た
ダ
ン
ス
で
幕
を
開
け
、
村
と
の

に
し
た
ダ
ン
ス
で
幕
を
開
け
、
村
と
の

縁
で
縁
で
特
別
に
出
演
し
た

特
別
に
出
演
し
た
宝
塚
歌
劇
団
Ｏ

宝
塚
歌
劇
団
Ｏ

ＧＧ
の
綺
華
れ
い
さ
ん
、
鳴
海
じ
ゅ
ん
さ

の
綺
華
れ
い
さ
ん
、
鳴
海
じ
ゅ
ん
さ

んん
が
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

が
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

の
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

の
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

東京大衆歌謡楽団の皆さん東京大衆歌謡楽団の皆さん

鳴海じゅんさん鳴海じゅんさん

綺華れいさん綺華れいさん

大島高校ダンス部の皆さん大島高校ダンス部の皆さん

　

ま
た
、

　

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委

世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委

員
の
員
の
服
部
服
部
正正し

ょ
う
さ
く

し
ょ
う
さ
く策策

さ
ん
が
「
湯
湾
岳
の
楽

さ
ん
が
「
湯
湾
岳
の
楽

し
み
方
」
を
テ
ー
マ
に

し
み
方
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
し
た

基
調
講
演
し
た

後
、
宇
検
村
・
奄
美
市
・
龍
郷
町
・
大

後
、
宇
検
村
・
奄
美
市
・
龍
郷
町
・
大

和
村
の
代
表
者
を
交
え
世
界
自
然
遺
産

和
村
の
代
表
者
を
交
え
世
界
自
然
遺
産

登
録
地
の
価
値
に
つ
い
て
ト
ー
ク
セ
ッ

登
録
地
の
価
値
に
つ
い
て
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
後
に
地
元
の
阿
室

シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
後
に
地
元
の
阿
室

小
中
学
校
の
児
童
生
徒

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
1818
名名
が
大
勢
の

が
大
勢
の

前
で
堂
々
と
舞
台
発
表
、
会
場
は
大
き

前
で
堂
々
と
舞
台
発
表
、
会
場
は
大
き

な
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

な
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
昭

　

次
に
、
村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
昭

和
の
流
行
歌
を
演
奏
し
各
地
で
活
躍
す

和
の
流
行
歌
を
演
奏
し
各
地
で
活
躍
す

る
バ
ン
ド
「
東
京
大
衆
歌
謡
楽
団
」
の

る
バ
ン
ド
「
東
京
大
衆
歌
謡
楽
団
」
の

皆
さ
ん
が
登
場
！
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー

皆
さ
ん
が
登
場
！
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー

や
青
い
山
脈
な
ど
を
歌
い
上
げ
会
場
を

や
青
い
山
脈
な
ど
を
歌
い
上
げ
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。
村
イ
ベ
ン
ト
の
締
め

沸
か
せ
ま
し
た
。
村
イ
ベ
ン
ト
の
締
め

は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
の
ど
自
慢

は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
の
ど
自
慢

大
会
！

大
会
！
1010
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
出
演

組
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
出
演

者
全
員
、
歌
唱
力
が
高
く
審
査
員
泣
か

者
全
員
、
歌
唱
力
が
高
く
審
査
員
泣
か

せ
の
大
会
で
し
た
。
そ
の
中
で
見
事
優

せ
の
大
会
で
し
た
。
そ
の
中
で
見
事
優

勝
を
飾
っ
た
の
は
「
秋
川
雅
史
さ
ん
の

勝
を
飾
っ
た
の
は
「
秋
川
雅
史
さ
ん
の

千
の
風
に
な
っ
て
」
を
歌
っ
た
岩
切
敏

千
の
風
に
な
っ
て
」
を
歌
っ
た
岩
切
敏

彦
さ
ん
（
阿
室
集
落
）
で
す
。

彦
さ
ん
（
阿
室
集
落
）
で
す
。

　

こ
の
他
、
当
日
は
屋
外
で
も
連
合
青

　

こ
の
他
、
当
日
は
屋
外
で
も
連
合
青

年
団
の
屋
台
や
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
の
職

年
団
の
屋
台
や
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
の
職

員
に
よ
る
特
産
品
販
売
、
村
外
か
ら
の

員
に
よ
る
特
産
品
販
売
、
村
外
か
ら
の

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
並
び
村
民
が
大
い
に

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
並
び
村
民
が
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

盛
り
上
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
た
。
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令
和
５
年
２
月

　
令
和
５
年
２
月
1212
日（
日
）

日（
日
）

宇
検
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

宇
検
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
元
気
の
出
る
館
」
に
お
い

「
元
気
の
出
る
館
」
に
お
い

て
令
和
４
年
度
公
民
館
講
座

て
令
和
４
年
度
公
民
館
講
座

合
同
閉
講
式
・
学
習
発
表
会

合
同
閉
講
式
・
学
習
発
表
会

が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

7878
名
の
生
徒
が
全
課
程
を
修

名
の
生
徒
が
全
課
程
を
修

了
し
ま
し
た
。

了
し
ま
し
た
。
村
民
の
希
望

村
民
の
希
望

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
ダ
ン
ス

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
ダ
ン
ス

教
室
や
パ
ソ
コ
ン
ス
マ
ホ
教

教
室
や
パ
ソ
コ
ン
ス
マ
ホ
教

室
を
含
む

室
を
含
む
1414
の
講
座
が

の
講
座
が
舞
台
舞
台

発
表
・
展
示
発
表
で
１
年
間

発
表
・
展
示
発
表
で
１
年
間

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
閉
講
す
る
歌
謡
教

　

今
年
度
閉
講
す
る
歌
謡
教

室
の
発
表
で
は
、
寂
し
さ
を

室
の
発
表
で
は
、
寂
し
さ
を

隠
し
き
れ
ず
涙
を
浮
か
べ
な

隠
し
き
れ
ず
涙
を
浮
か
べ
な

が
ら
歌
う
生
徒
の
皆
さ
ん
の

が
ら
歌
う
生
徒
の
皆
さ
ん
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
富
田

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
富
田

勝
巳
先
生
は
「
友
が
友
を
つ

勝
巳
先
生
は
「
友
が
友
を
つ

く
る
。
年
々
生
徒
も
増
え
、

く
る
。
年
々
生
徒
も
増
え
、

生
徒
に
励
ま
さ
れ
今
日
を
迎

生
徒
に
励
ま
さ
れ
今
日
を
迎

え
ら
れ
た
」
と
講
師
を
務
め

え
ら
れ
た
」
と
講
師
を
務
め

た
９
年
間
を
振
り
返
り
感
謝

た
９
年
間
を
振
り
返
り
感
謝

の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

11

44

　　
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

令和５年 宇検村消防出初式令和５年 宇検村消防出初式

鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

    

徳
山　
季
光　

徳
山　
季
光　

　
　
　
　

　
　
　
　

    

中
田　
信
幸

中
田　
信
幸

              
              

俊
岡　
純
男

俊
岡　
純
男

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

4040
年
勤
続
章

年
勤
続
章

　
　
　
　

　
　
　
　

    

中
村　
廣
秋　

中
村　
廣
秋　

　
　
　
　

　
　
　
　

    

山
下　
正
文

山
下　
正
文

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

1010
年
勤
続
章

年
勤
続
章

　
　
　
　

　
　
　
　

    

津
田　
隆
弘

津
田　
隆
弘

　
　
　
　

　
　
　
　

    

藤　
　
大
喜

藤　
　
大
喜　　

　
　
　
　

　
　
　
　

    

大
郷　
洋
也

大
郷　
洋
也

　
　
　
　

　
　
　
　

    

池
田　
夏
樹

池
田　
夏
樹    

鹿
児
島
県
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
彰

鹿
児
島
県
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
彰

1515
年
勤
続
章

年
勤
続
章

　　

           
           

保
池　
登

保
池　
登

　
　
　
　

　
　
　
　

    

屋
宮　
悟

屋
宮　
悟　
　
　

　
　
　

      

鹿
児
島
県
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
彰

鹿
児
島
県
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
彰

功
労
賞

功
労
賞

　　

           
           

宮
原　
新
次
郎

宮
原　
新
次
郎

　
　
　
　

　
　
　
　

    

保
池　
長
人

保
池　
長
人

　
　
　
　

　
　
　
　

    

元
田　
祐
馬

元
田　
祐
馬

　
　
　
　

　
　
　
　

    

中
村　
圭
吾　
　
　

中
村　
圭
吾　
　
　

    
  

鹿
児
島
県
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
彰

鹿
児
島
県
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
彰

退
職
慰
労
感
謝
状

退
職
慰
労
感
謝
状

　　

           
           

保
池　
久

保
池　
久　
　
　

　
　
　

      

11

２２

３３

４４

　
令
和
５
年
１
月
８
日（
日
）

宇
検
村
総
合
体
育
館
に
お
い

て
消
防
出
初
式
が
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内

の
消
防
団
員
が
一
堂
に
集
結

し
、
今
年
１
年
の
防
災
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
前
、
宇
検
村
役
場
か

　

式
典
前
、
宇
検
村
役
場
か

ら
会
場
ま
で
田
検
小
学
校
の

ら
会
場
ま
で
田
検
小
学
校
の

児
童
児
童
2626
名
の
鼓
笛
隊
を
先
頭

名
の
鼓
笛
隊
を
先
頭

に
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
沿

に
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
沿

道
に
集
ま
っ
た
村
民
の
方
々

道
に
集
ま
っ
た
村
民
の
方
々

か
ら
は
多
く
の
声
援
が
送
ら

か
ら
は
多
く
の
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
年
の
功
績

　

式
典
で
は
、
長
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た

が
認
め
ら
れ
た
1616
名
が
表
彰

名
が
表
彰

を
受
け
、

を
受
け
、
1818
年
間
消
防
団
長

年
間
消
防
団
長

を
務
め
ら
れ
た
保
池
久
さ
ん

を
務
め
ら
れ
た
保
池
久
さ
ん

か
ら
消
防
団
へ
「
村
の
防
災

か
ら
消
防
団
へ
「
村
の
防
災

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
広

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
広

報
車
両
の
寄
贈
が
あ
り
、
代

報
車
両
の
寄
贈
が
あ
り
、
代

理
出
席
し
た
妻
の
美
穂
子

理
出
席
し
た
妻
の
美
穂
子

さ
ん
か
ら
村
長
へ
レ
プ
リ
カ

さ
ん
か
ら
村
長
へ
レ
プ
リ
カ

キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

11

55

66

３３ ２２

今年度新設されたダンス教室
ち居振る舞いで演技する舞踊教室
った華麗な社交ダンス

美しい立

パレードの様子11 22 田検小学校の鼓笛
凛々しく行進する団員 功労者表彰
車両の寄贈式（妻：美穂子さんが代理で寄贈）

66 出初式を締めくくる一斉放水

44 55

33

広報

11 22

33 息の合
44 伝統を学び伝える

5566

55島唄・三味線教室 特別な思いを歌に込め

１．書道教室

６．ハンドメイド教室

熱唱する歌謡教室の生徒たち

４．岩元生け花教室 ５．脇田生け花教室
２．短歌教室 ３．PRIDE ヨガ

８．パソコンスマホ
７．永山ヨガ

９．バドミントン教室

【展示発表した講座紹介】

66 最後の舞台
を噛み締める富田先生

令和４年度　公民館講座合同閉講式
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久
志
小
中
学
校
で
は
、
地

　

久
志
小
中
学
校
で
は
、
地

元
で
育
っ
た
和
牛
（
牛
肉
）

元
で
育
っ
た
和
牛
（
牛
肉
）

を
使
用
し
た
学
校
給
食
が
提

を
使
用
し
た
学
校
給
食
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

供
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
県

で
は
学
校
給
食
記
念
日
の
１

月
2424
日
を
含
む
１
週
間
を

日
を
含
む
１
週
間
を

「
鹿
児
島
を
ま
る
ご
と
味
わ

「
鹿
児
島
を
ま
る
ご
と
味
わ

う
学
校
給
食
」
と
定
め
、
県

う
学
校
給
食
」
と
定
め
、
県

内
産
の
食
材
を
活
用
し
た
学

内
産
の
食
材
を
活
用
し
た
学

校
給
食
を
実
施
し
て
い
ま

校
給
食
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
使
用
さ
れ
た

す
。
使
用
さ
れ
た
牛
肉
は
、

牛
肉
は
、

宇
検
集
落
の
「
大
都
肉
用
牛

宇
検
集
落
の
「
大
都
肉
用
牛

生
産
組
合
」
を
営
む
保
池
登

生
産
組
合
」
を
営
む
保
池
登

さ
ん
・
え
り
か
さ
ん
夫
妻
か

さ
ん
・
え
り
か
さ
ん
夫
妻
か

ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

久
志
小
中
学
校
の
卒
業
生

　

久
志
小
中
学
校
の
卒
業
生

の
保
池
登
さ
ん
は
「
丹
精
込

の
保
池
登
さ
ん
は
「
丹
精
込

め
て
育
て
た
牛
を
地
元
の
子

め
て
育
て
た
牛
を
地
元
の
子

ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と

ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と

が
夢
だ
っ
た
」
と
喜
び
の
表

が
夢
だ
っ
た
」
と
喜
び
の
表

情
を
見
せ
、
機
会
が
あ
れ
ば

情
を
見
せ
、
機
会
が
あ
れ
ば

村
内
の
全
小
中
学
校
に
も
展

村
内
の
全
小
中
学
校
に
も
展

開
し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

開
し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

徳
永
由
美
子
校
長
先
生
は

　

徳
永
由
美
子
校
長
先
生
は

「
児
童
生
徒
に
は
食
を
通
し

「
児
童
生
徒
に
は
食
を
通
し

て
命
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ

て
命
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ

て
ほ
し
い
。
子
ど
も
の
頃
の

て
ほ
し
い
。
子
ど
も
の
頃
の

貴
重
な
経
験
が
将
来
必
ず

貴
重
な
経
験
が
将
来
必
ず
生生

か
さ
れ
る

か
さ
れ
る
」
と
話
し
、
学
校

」
と
話
し
、
学
校

運
営
と
発
展
に
携
わ
っ
て
く

運
営
と
発
展
に
携
わ
っ
て
く

だ
さ
る
地
域
の
方
々
に
対
し

だ
さ
る
地
域
の
方
々
に
対
し

感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　　

２
０
２
３
．

２
０
２
３
．
１１
．．
2727

母
校
で
長
年
の
夢
果
た
す

母
校
で
長
年
の
夢
果
た
す

【この日の献立は
和牛のガーリックソテー】

　

第

　

第
2525
回
宇
検
村
健
康
づ
く

回
宇
検
村
健
康
づ
く

り
完
走
歩
大
会
（
つ
な
Ｇ
Ｏ

り
完
走
歩
大
会
（
つ
な
Ｇ
Ｏ

奄
美
大
島
）
が
宇
検
村
陸
上

奄
美
大
島
）
が
宇
検
村
陸
上

競
技
場
で
３
年
ぶ
り
に
開
催

競
技
場
で
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
、
３
㎞
、
５
㎞
、
世
界

さ
れ
、
３
㎞
、
５
㎞
、
世
界

自
然
遺
産

自
然
遺
産
奄
美
ト
レ
イ
ル
湯

奄
美
ト
レ
イ
ル
湯

湾
岳
コ
ー
ス

湾
岳
コ
ー
ス
５
㎞
に
２
３
５

５
㎞
に
２
３
５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
快
晴
で
澄
ん
だ
青
空

者
は
、
快
晴
で
澄
ん
だ
青
空

と
満
開
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
が

と
満
開
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
が

彩
る
コ
ー
ス
を
楽
し
み
な
が

彩
る
コ
ー
ス
を
楽
し
み
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
完

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
完

走
し
ま
し
た
。

走
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
．
2
．
5

　

第

　

第
4141
回
大
島
本
島
南
部
町

回
大
島
本
島
南
部
町

村
議
会
議
員
大
会
が
宇
検
村

村
議
会
議
員
大
会
が
宇
検
村

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
元
気

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
出
る
館
」
で
３
年
ぶ
り
に

の
出
る
館
」
で
３
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会

は
、
大
島
本
島
南
部
３
町
村

は
、
大
島
本
島
南
部
３
町
村

が
広
域
的
に
取
り
組
む
課
題

が
広
域
的
に
取
り
組
む
課
題

を
共
有
し
、
課
題
解
決
に
向

を
共
有
し
、
課
題
解
決
に
向

け
て
連
携
を
図
る
こ
と
を
目

け
て
連
携
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
検
村
は
「
主
要
地
方
道

　

宇
検
村
は
「
主
要
地
方
道

湯
湾
新
村
線
の
早
期
完
成
に

湯
湾
新
村
線
の
早
期
完
成
に

つ
い
て
」を
提
出
し
ま
し
た
。

つ
い
て
」を
提
出
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
．
2
．
６

広
域
的
課
題
の
解
決
に
！

第
25
回
健
康
づ
く
り

２
０
２
３
．
２
．
11
・
12

　

宇
検
マ
テ
リ
ヤ
サ
ッ
カ
ー

　

宇
検
マ
テ
リ
ヤ
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催
の
令

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催
の
令

和
４
年
度
第
５
回
ウ
ケ
ン
ム

和
４
年
度
第
５
回
ウ
ケ
ン
ム

ン
Ｃ
ｕ
Ｐ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

ン
Ｃ
ｕ
Ｐ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
宇
検
村
野
球
場
で
開
催

会
が
宇
検
村
野
球
場
で
開
催

さ
れ
、
大
島
本
島
内
か
ら
３

さ
れ
、
大
島
本
島
内
か
ら
３

部
門
に
合
計

部
門
に
合
計
1818
チ
ー
ム
が
参

チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

加
し
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の

３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た

開
催
と
な
っ
た
本
大
会
は
２

本
大
会
は
２

日
間
行
わ
れ
、
晴
天
の
中
、

日
間
行
わ
れ
、
晴
天
の
中
、

子
ど
も
た
ち
は
チ
ー
ム
メ
イ

子
ど
も
た
ち
は
チ
ー
ム
メ
イ

ト
と
ボ
ー
ル
を
繋
ぎ
、
ゴ
ー

ト
と
ボ
ー
ル
を
繋
ぎ
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
な

ル
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
な

第
５
回
ウ
ケ
ン
ム
ン
Ｃ
ｕ
ｐ

プ
レ
ー
を
展
開
し
、
全
試
合

プ
レ
ー
を
展
開
し
、
全
試
合

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
地
元
宇
検
マ
テ
リ
ヤ

た
。
地
元
宇
検
マ
テ
リ
ヤ

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
Ｕ

は
、
Ｕｰー

７
の
部
（
小
学
１

７
の
部
（
小
学
１

年
生
以
下
）
で
大
和
村
と
合

年
生
以
下
）
で
大
和
村
と
合

同
チ
ー
ム
を
結
成
。
５
チ
ー

同
チ
ー
ム
を
結
成
。
５
チ
ー

ム
で
総
当
た
り
戦
を
行
い
、

ム
で
総
当
た
り
戦
を
行
い
、

２
勝
２
敗
で
３
位
の
成
績
を

２
勝
２
敗
で
３
位
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

収
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
頑
張
り
に
温
か
い
声
援
を

の
頑
張
り
に
温
か
い
声
援
を

送
る
保
護
者
と
勝
ち
取
っ
た

送
る
保
護
者
と
勝
ち
取
っ
た

貴
重
な
２
勝
で
し
た
。

貴
重
な
２
勝
で
し
た
。

Ｕｰ７の部 Ｕｰ９の部 Ｕｰ 11 の部

優勝：ＦＣ龍郷
２位：ＦＣ朝日
３位：マテリヤ

優勝：ＦＣ龍郷
２位：ＦＣ朝日
３位：名瀬イレブン

優勝：朝日Ａ
２位：ＦＣ龍郷
３位：朝日Ｂ

大会結果

（小学３年生以下）（小学１年生以下） （小学 5年生以下）

　

宇
検
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
主
催
の
第
1717
回
宇
検
村
中

回
宇
検
村
中

学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

宇
検
村
総
合
体
育
館
と
田
検

宇
検
村
総
合
体
育
館
と
田
検

中
学
校
の
２
か
所
で
開
催
さ

中
学
校
の
２
か
所
で
開
催
さ

れ
大
島
本
島
内
か
ら
９
チ
ー

れ
大
島
本
島
内
か
ら
９
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
田
検
中

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
田
検
中

学
校
は
、
１
勝
１
敗
で
予
選

学
校
は
、
１
勝
１
敗
で
予
選

ブ
ロ
ッ
ク
を
２
位
通
過
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
を
２
位
通
過
す
る

と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
でで
名名

瀬
中
学
校
を
２
対
１
で
降
し

瀬
中
学
校
を
２
対
１
で
降
し

ま
す
。
続
く
準
決

ま
す
。
続
く
準
決
勝
で
は
予

２
０
２
３
．

２
０
２
３
．
２２
．．
５５

第
1717
回
ケ
ン
ム
ン
杯

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

選
ブ
ロ
ッ
ク
を
圧
倒
的
な
強

さ
で
勝
ち
進
ん
だ
古
仁
屋
中

学
校
の
勢
い
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
ず
惜
し
く
も
敗
退
。

令
和
元
年
度
の
第
1414
回回
大
会

（
1515
回
・
回
・
1616
回
大
会
は
中
止

回
大
会
は
中
止
）

に
続
き
古
仁
屋
中
学
校
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
宇
検
村
と
奄
美
市

で
元
プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
「
つ
な
Ｇ
Ｏ

奄
美
大
島
」
を
開
催
す
る
た

め
来
島
し
た
元
全
日
本
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
監
督

の
柳
本
晶
一
さ
ん
ら
に
よ
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
試
合

間
に
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
礎
を
一

か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

優勝：古仁屋中学校

大会結果

２位：朝日・赤徳中学校
３位：田検中学校
３位：龍南中学校

完
走
歩
大
会

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
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指
定
ご
み
袋
の
形
状

　
　
　
　
　
　
　

変
更
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
か
ら
名
瀬
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
指
定
ご
み

袋
の
形
状
が
変
わ
り
ま
す
。

【
留
意
事
項
】

①
販
売
価
格
・
使
用
方
法
、

ご
み
が
入
る
量
は
、
現
在
使

用
し
て
い
る
ご
み
袋
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

②
在
庫
の
都
合
上
、（
旧
）

（
新
）
の
指
定
ご
み
袋
が
同

時
期
に
販
売
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

③
現
在
使
用
し
て
い
る（
旧
）

指
定
ご
み
袋
（
ロ
ー
ル
式
）

も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま

す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
７
‐
５
３
‐
２
９
６
９

【
お
問
合
わ
せ
】

宇
検
村
役
場
住
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
３

【
新
】
指
定
ご
み
袋

使
用
す
る
前
の
袋
（
購
入
時
）

【
旧
】
指
定
ご
み
袋　
　
　

広
げ
た
状
態
の
袋
（
使
用
時
）

【
旧
】
指
定
ご
み
袋　
　
　

【
新
】
指
定
ご
み
袋

３
．
支
給
月
額（
令
和
５
年
度
）

①
特
別
障
害
者
手
当

　
　
　
　

２
７
，
９
８
０
円

②
障
害
児
福
祉
手
当

　
　
　
　
１
５
，
２
２
０
円

４
．
支
払
時
期

　

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、

５
月
、
８
月
、
1111
月
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

５
．
所
得
制
限

　
受
給
者
若
し
く
は
そ
の
配

偶
者
又
は
扶
養
義
務
者
の
前

年
の
所
得
が
一
定
の
額
以
上

で
あ
る
と
き
は
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
合
わ
せ
】

宇
検
村
役
場
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
２

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
０
１
８
６　

特
別
障
害
者
手
当
及
び

障
害
児
福
祉
手
当
て
に

つ
い
て

１
．
目
的

　
重
度
の
障
害
者
又
は
障
害

児
に
対
し
て
、
そ
の
障
害
に

よ
り
必
要
と
な
る
特
別
の
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

２
．
支
給
要
件

　
精
神
又
は
身
体
に
重
度
の

障
害
を
有
す
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る

在
宅
の
2020
歳
以
上
（
障
害
児

福
祉
手
当
は
2020
歳
未
満
）
の

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
宇
検
村
教
育
委
員
会
で
は

以
下
の
と
お
り
、
令
和
５
年

度
公
民
館
講
座
の
生
徒
を
募

集
い
た
し
ま
す
。
各
世
帯
に

配
布
さ
れ
た
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
下
記
の
と
お
り
ご

提
出
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ

可
）

１
．
提
出
期
限

　
令
和
５
年
４
月
７
日（
金
）

２
．
提
出
先

　
宇
検
村
教
育
委
員
会
（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の

出
る
館
」
内
）

３
．
受
講
期
間

　
令
和
５
年
５
月
～
令
和
６

年
２
月
（
1010
か
月
間
）

【
お
問
合
わ
せ
】

宇
検
村
教
育
委
員
会

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
６
１

　「だれどこカルタ」とは。うそ電話詐欺について、楽しく学ぶ
ことができるカルタゲームのスマホアプリ（完全無料版）です。
家族の中で詐欺についての会話を増やし、詐欺被害を減らしたい
という思いで鹿児島大学のゼミ生によって作成されました。

　「だれどこカルタ」で楽しく！　「だれどこカルタ」で楽しく！

App Store の
QR コード QR コード

Google Play の

うそ電話詐欺対策してみませんか？うそ電話詐欺対策してみませんか？

　
次
の
事
項
に
あ
て
は
ま
る

方
は「
出
産
応
援
ギ
フ
ト（
妊

婦
１
人
あ
た
り
５
万
円
）」、

「
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
（
子

ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
）」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

①　
令
和
４
年
４
月
１
日
以

降
に
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た

妊
婦
、
ま
た
は
出
生
し
た
児

童
の
母

②
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降

に
出
生
し
た
児
童
を
養
育
す

る
も
の

※
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ

ト
を
受
け
取
る
に
は
、
支
給

手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

宇
検
村
役
場
保
健
福
祉
課

（
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
２　

出
産
・
子
育
て

　　　　

応
援
制
度
に
つ
い
て

公
民
館
講
座
受
講
者

　　　　　　　　

募
集
に
つ
い
て

　2022 年の奄美大島におけるアマミノクロウサギの
死亡事故件数は 104 件で、過去最多だった 2021 年
を 48 件も上回りました。夜間に走行される際は特に
注意して、ゆとりある運転にご協力ください。
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保
健
福
祉
だ
よ
り

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操　

　

今
月
は
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
20

ペ
ー
ジ
、
26
ペ
ー
ジ
、
27
ペ
ー
ジ

か
ら
の
抜
粋
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
体
操
で
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
て

健
康
な
身
体
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
！

Ｆ
Ｍ
う
け
ん
で
も
放
送
中
♪

【
毎
週　
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分
】

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
お
求
め
、
お
問

い
合
わ
せ
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

０
９
９
７ｰ

６
７ｰ

２
２
１
２
ま
で
。

　

モ
ニ
先
生
の

　小児科・産婦人科オンライン相談サービスが、
令和５年１月よりスタートいたしました。今な
ら登録後、アンケートに答えていただいた方で
先着 100 名様に、アマゾンギフト券 500 円分
を贈呈しております。詳しくは 67-2212 宇検
村役場保健福祉課へお問い合わせください。

令和５年度 女性検診のお知らせ令和５年度 女性検診のお知らせ
相良病院の女性健診を予約していない方へ相良病院の女性健診を予約していない方へ相良病院の女性健診を予約していない方へ相良病院の女性健診を予約していない方へ

人
気
沸
騰
中
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
♪
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春
を
告
げ
る

　

運
動
公
園
の
緋
寒
桜
が
散

り
、
た
ん
か
ん
の
収
穫
が
終

わ
る
と
宇
検
村
に
本
格
的
な

春
が
訪
れ
ま
す
。
夜
明
け
前

に
は
集
落
中
に
オ
オ
ト
ラ
ツ

グ
ミ
の
さ
え
ず
り
が
響
き
、

日
の
出
と
と
も
に
ル
リ
カ
ケ

ス
や
ヒ
ヨ
ド
リ
が
騒
ぎ
始
め

ま
す
。
本
土
に
比
べ
、
私
た

ち
村
民
の
身
近
で
暮
ら
す
野

鳥
た
ち
。
２
月
初
旬
、
陸
上

競
技
場
、
野
球
場
の
芝
生
に

は
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ツ
グ
ミ
や
シ

ギ
、
チ
ド
リ
の
仲
間
で
あ
る

ダ
イ
ゼ
ン
な
ど
が
渡
り
の
途

中
、
羽
を
休
め
る
た
め
に
飛

来
し
ま
す
。

　
ま
た
、
芦
検
集
落
の
大
良

【緋寒桜に止まり獲物を探す成鳥】

【草地で昆虫を探すホオジロハクセキレイ】

与与よ
な
し
ょ
う
ぞ
う

よ
な
し
ょ
う
ぞ
う

名
正
三

名
正
三

サ
シ
バ
愛
護
会
関
西

サ
シ
バ
愛
護
会
関
西~~

野
鳥
た
ち

【芝生の隙間から昆虫を捕らえたハチジョウツグミ】

川
で
は
、
カ
ワ
セ
ミ
が
繁
殖

期
を
む
か
え
オ
ス
と
メ
ス
が

追
い
か
け
あ
っ
た
り
、
オ
ス

が
捕
ら
え
た
魚
を
メ
ス
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
様
子
が
観
察

さ
れ
ま
す
。
こ
の
頃
サ
シ
バ

の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
、
も
う
本

土
に
向
か
っ
て
旅
立
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
勘
違
い
さ
れ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

宇
検
村
で
越
冬
す
る
サ
シ
バ

が
本
土
に
渡
る
の
は
、
４
月

初
旬
か
ら
中
旬
頃
。
現
在
は

谷
の
中
や
耕
作
地
の
隅
な
ど

で
カ
エ
ル
や
ト
カ
ゲ
等
の
獲

物
を
捕
ら
え
、
渡
り
に
備
え

体
力
を
蓄
え
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
縄
張
り
争

い
を
す
る
時
間
が
短
く
、
威

嚇
の
た
め
の
鳴
き
声
を
聞
く

機
会
が
少
な
い
の
で
す
。
昨

年
末
か
ら
今
年
に
か
け
、
大

良
川
河
口
に
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
が
飛
来
し
た
り
、
村
内
で

暗
色
タ
イ
プ
の
サ
シ
バ
が
３

羽
も
確
認
さ
れ
る
な
ど
自
然

界
で
も
異
変
が
起
こ
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

３
月
下
旬
、
春
を
告
げ
る

野
鳥
た
ち
の
鳴
き
声
に
耳
を

傾
け
、
生
き
る
た
め
の
勇
気

を
貰
い
な
が
ら
、
日
々
の
生

活
を
送
っ
て
い
く
の
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。

【緋寒桜の下で昆虫を捕らえたシロハラ】【緋寒桜に止まり、獲物を狙うカワセミ】

【キノボリトカゲを捕らえ、枯れ木の横枝に
止まる暗色タイプのサシバ】

奄
美
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

奄
美
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

【鳴きながら飛翔する暗色タイプのサシバ】
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国立公園内での行為について 

～国立公園内での開発行為等については，手続きが必要です～ 

 

 国立公園は自然の風景地を保護し，その利用促進を図り，国民・県民の保健・教養・教化に資するとともに，生物の多様性を確保することを目

的として国（環境省）の指定を受け管理されているもので，奄美群島の一部地域は，奄美群島国立公園に指定されています。 

 国立公園内では，優れた風景地を保護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制されています。国立公園内において，次のような開

発行為等を行う場合は，事前に国や県への許可申請・届出の手続きが必要となります。 

  

○○  手手続続ききのの必必要要なな行行為為（（一一例例））  

 第１種 
特別地域 

①工作物（建築物を含む）の新改増築 
②木竹の伐採 ③鉱物や土石の採取 ④広告物の掲出 
⑤野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄物等） 
⑥開墾・土地の形状変更 ⑦屋根・壁面の色彩の変更 
                      など 

  

特別 
保護 
地区 

特別地域の規制に加えて 
①木竹の損傷 ②木竹の植栽 ③家畜放牧 
④野外での物の集積・貯蔵 ⑤火入れ・たき火 
⑥動植物の捕獲殺傷等 ⑦落葉・落枝の採取 
                   など 

 第２種 
特別地域 

  

 第３種 
特別地域 

  

          

普通 
地域 

①一定規模以上の工作物の新改増築 
（建築物高さ 13m 又は延面積 1000 ㎡，鉄塔高さ 30m，送水

管長さ 70m など） 
②鉱物や土石の採取 ③広告物の掲出④土地の形状変更 
                      など 

  
海域 
公園 
地区 

①工作物の新改増築 ②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出 ④海底の形状変更 
⑤物の係留（以上漁業に必要なもの除く） 
⑥海面の埋立・干拓                 

など 
 

○○  許許可可申申請請・・届届出出のの手手続続きき（（令令和和４４年年度度かからら一一部部変変更更ががあありりまますす。。））  

⑴  申請・届出の様式（令和４年度から新様式になっています。） 

・様式や必要な添付書類・記載要領については，環境省のＨＰに掲載されています。(下記URL又はQRコードからアクセスできます。） 

⑵  標準的な処理期間  

・申請内容や申請先により異なりますが，通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く） 

⑶  注意事項 

・自自己己所所有有地地ででああっっててもも，，国国立立公公園園内内ででのの行行為為ににおおいいててはは，，事事前前にに手手続続ききがが必必要要ととななりりまますす。。自己所有地が公園区域に入っていないか，

公園区域図を参考に事前によくご確認ください。公公園園区区域域にに入入っってていいたた場場合合はは，，以以下下ののおお問問いい合合わわせせ先先へへのの事事前前相相談談ををおお願願いいいいたたししまま

すす。。また，行為箇所の国立公園区域内外の判別ができない場合も以下のお問い合わせ先に御相談ください。 

・行為の種類，規模，公園の種類，地種区分の違いにより手続き等に違いがあること，また，行為の場所や内容によっては，許可ができ

ない場合もあることから，申請・届出の前に事前相談いただくようお願いいたします。 

・自然公園法の改正が令和４年４月１日に行われたことに伴い，許可が必要な項目や，審査基準に変更があります 

・申請等の内容に応じて提出先が異なりますので、申請等に際しては以下のお問い合わせ先へご確認下さい。 

・非常災害により国立公園内で法で定められた行為の必要性がある場合においても，基本的には許可申請又は届出の手続きが必要です。 

また，非常災害のために必要な応急処置としての行為を行った場合には，当該内容をその行為をした日から起算して１４日以内に届け 

出る必要があります。 

 

○○  違違反反行行為為ににつついいてて  

自然公園法の規定に違反しての行為や，無許可での行為等については，罰則が設けられています（１年以下の懲役又は100万円以下の罰金

等）。また，違反行為から国立公園を保護するために必要があると認めるときは，原状回復を課す場合があるため，必ず許可を得てから行

為を行うようご留意ください。 

※ 自然公園法の改正に伴い，従前より罰則が厳重になっています。 

☆☆国国立立公公園園のの範範囲囲やや区区域域内内ででのの許許可可申申請請・・届届出出ににつついいてて，，不不明明なな点点ががあありりままししたたらら，，下下記記ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  

○ お問い合わせ先 

  環境省奄美群島国立公園管理事務所（奄美大島・喜界島・与論島所管）              電話 ０９９７－６９－２２８０ 

  環境省奄美群島国立公園管理事務所徳之島管理官事務所（徳之島・沖永良部島所管）  電話 ０９９７－８５－２９１９ 

大島支庁総務企画課 商工観光係  電話 ０９９７－５７－７２１５ 

行為地の市町村役場  

○ 許可申請書の提出先  

環境省：行為地の所管事務所（上記参照） 県（大島支庁）：行為地の管轄市町村役場 

○ 環境省及び県のホームページ（検索方法） 

・（環境省国立公園関係）環境省_奄美群島国立公園 

URL: https://kyushu.env.go.jp/okinawa/procedure/pro_5.html 

・（鹿児島県国立公園関係）鹿児島県庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可申請書・届出書様式 

URL: https://www.pref.kagoshima.jp/kurashi-kankyo/kankyo/sizenkouen/yousiki/index.html 
 

環境省国立公園関係 

ＨＰのＱＲコード 

鹿児島県国立公園関係 

ＨＰのＱＲコード 

～国立公園内での開発行為等については、手続が必要です～
国立公園内での行為について国立公園内での行為について

メ ス 成 虫 殻
長さ2mm程度

奄美市名瀬で発生した集団枯損

葉に付着するAulacaspis yasumatsui

大島支庁（林務水産課 0997-57-7285）
奄美市 （農林水産課課 0997-52-1157）
大和村 （産業振興課 0997-57-2153）
宇検村 （産業振興課 0997-67-2215）
瀬戸内町（農林課 0997-72-1174）
龍郷町 （農林水産課 0997-69-4524）
喜界町 （農業振興課 0997-65-3689）

○ 発見したら通報をお願いします。
徳之島町（農林水産課 0997-82-1150）
天城町 （農政課 0997-85-5247）
伊仙町 （経済課 0997-86-3131）
和泊町 （経済課 0997-84-3518）
知名町 （農林課 0997-84-3164）
与論町 （産業課 0997-97-4924）

・ 被害葉は切り落として焼却等により処分。
・ ゴミとして出したり，焼却施設等へ持ち込む場合は，
カイガラムシが飛散しないようビニール袋などに入れる。

・ 被害葉を切った後，幹も含めて，全体に薬剤を散布。
（幹の隙間や切り取った葉の基部などにも多数生息しています。）

・ 落ちたソテツの葉を見かけたら，拾って被害葉と同様に処分。

○ 防除のご協力をお願いします。

http://www.kpftc-pref-kagoshima.jp/aulacaspisyasumatui.html

詳しくは
QRコード
から

※※詳しくは 鹿児島県森林技術総合センターのホームページ (QRコード)へ※※

○ 大島地区において，外来種カイガラムシ（Aulacaspis yasumatsui）
によるソテツの枯損被害が発生しています。

虫が付いたソテツを，大島地区から他の地区へ
持ち出さないようにお願いします。

アウラカスピス ヤスマツイ

　国立公園は自然の風景地を保護し，その利用促進を図り，国民・県民の保健・教養・教化に資する　国立公園は自然の風景地を保護し，その利用促進を図り，国民・県民の保健・教養・教化に資する
とともに，生物の多様性を確保することを目的として国（環境省）の指定を受け管理されているもので，とともに，生物の多様性を確保することを目的として国（環境省）の指定を受け管理されているもので，
奄美群島の一部地域は，奄美群島国立公園に指定されています。国立公園内では，優れた風景地を保奄美群島の一部地域は，奄美群島国立公園に指定されています。国立公園内では，優れた風景地を保
護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制されています。国立公園内において，次のよ護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制されています。国立公園内において，次のよ
うな開発行為等を行う場合は，事前に国や県への許可申請・届出の手続きが必要となります。うな開発行為等を行う場合は，事前に国や県への許可申請・届出の手続きが必要となります。
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〒
894-3392　

鹿
児

島
県

大
島

郡
宇

検
村

湯
湾

   　
　

  915
番

地
 / 電

話
：

0997(67)2218 / FAX：
0997(67)2262

発
行

：
宇

検
村

役
場
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集

：
企

画
観

光
課
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※
掲
載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、令
和
４
年
12
月
～
令
和
５
年
１
月
分
で
届
出
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

渡
島
　
松
雄
　
　
84
歳
　
名
柄

松
元
　
サ
エ
　
　
100
歳
　
芦
検

幸
田
　
マ
チ
コ
　
93
歳
　
名
柄

定
本
　
泰
敏
　
　
83
歳
　
名
柄

嶺
山
　
ウ
ツ
エ
　
92
歳
　
石
良

福
山
　
チ
ナ
子
　
84
歳
　
宇
検

前
場
　
初
子
　
　
98
歳
　
湯
湾

  

お
く
や
み

お
く
や
み

✨

  

社
協
ご
寄
付

社
協
ご
寄
付

香
典
返
し

香
典
返
し

仲
江
　
治
代
　
　
　
湯
湾

藤
野
　
勝
江
　
　
　
芦
検

幸
田
　
光
弘
　
　
　
名
柄

渡
島
　
セ
ツ
エ
　
　
名
柄

崎
　
　
正
子
　
　
　
芦
検

木
村
　
雪
子
　
　
　
芦
検

松
井
　
寿
一
　
　
　
芦
検

う
ぶ
ご
え

う
ぶ
ご
え

倉
内
　
芽め

い郁 

　（
悠
丞
）　
湯
湾

  

広
報
お
礼

広
報
お
礼

河
内
　
由
美
子
　
　
大
阪
府

村
田
　
貞
雄
　
　
　
龍
郷
町

  

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

藤
野
　
良
成
　
　
　
埼
玉
県

大
柳
　
裕
登
　
　
　
栃
木
県

保
枝
　
麻
衣
　
　
　
大
阪
府

有
川
　
昭
男
　
　
　
千
葉
県

寺
井
　
大
樹
　
　
　
大
阪
府

　 大塚　　 大塚　千千
ちひろちひろ

海海くんくん

   令和４年１月８日生   令和４年１月８日生
　保護者・朋貴さん　保護者・朋貴さん

島の宝っ子
ご
結
婚
お
め
で
と
う
！

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！

川
上
　
将
敬
　 （
名
柄
）

藤
　
　
優
　 

　（
湯
湾
）

♥♥
１
歳
お
め
で
と
う
！✨

（令和５年２月末現在）

　　　 男　　806　人

　　　 女　　845　人

　　　 計　 1,651　人

　 　  世帯       948　世帯

村民のうごき

出
生
児
　
　
　         （
保
護
者
）　   

住
所　

編
集
後
記

　

年
が
明
け
、
気
が
つ
け
ば
３
月
。

息
を
つ
く
間
も
な
く
年
度
末
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
最
後
の
広
報
誌
。
至
ら
ぬ

点
ば
か
り
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

よ
り
多
く
の
読
者
の
方
々
が
待
ち
遠

し
く
な
る
よ
う
な
広
報
誌
を
発
行
で

き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
（
企
画
観
光
課　
児
玉　
啓
介
）

　

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
は
個
体
数

が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

鹿
児
島
県
の
希
少
種
保
護
条
例
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
お
り
、
許
可

な
く
捕
獲
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
奄
美
大
島
自

然
保
護
協
議
会
ヤ
ジ
分
会
が
奄
美

市
住
用
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
パ
ー
ク

で
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
の
養
殖
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
役
目
を
終
え
た

個
体
は
破
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
目

を
終
え
た
養
殖
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア

ユ
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
本
イ

ベ
ン
ト
で
食
材
と
し
て
特
別
に
提

供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宇
検
村
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
試
食
会

世
界
自
然
遺
産
登
録
１
周
年
記
念

【今回特別に唐揚げとして提供された養殖の
リュウキュウアユを頬張る子どもたち】
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